
有田陶交会・伊万里陶磁器工業協同組合に
籍を置く、次世代を担う若手窯元が、伊万里・
有田代表として、日本各地の伝統的工芸の
産地を訪問し、ものづくりの現場の見学は
もとより、各産地の新たなものづくりや取
り組み、お互いの産地の抱える問題点など
を語り合い、相互交流をはかりました。こ
の取り組みで得たことを伊万里・有田焼産
地内に共有し、産地活性化につなげていき
ます。
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＊有田陶交会　
昭和 27 年に発足し、有田焼業界の連携と発展に寄与
することを目的として佐賀県陶磁器工業協同組合・肥
前陶磁器商工協同組合に籍を置く窯元の青年部。
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高岡を訪問して

高岡伝統産業青年会（通称-DENSAN-）
は、高岡のものづくりに留まらず、
伝統工芸の新しい在り方に取り組
んでいる、銅器・漆器などの伝統工
芸に従事する若手職人および問屋
職人の青年団体。彼らを中心とし
て、他産地よりいち早く、ものづく
りを通したまちづくりを行ってい
る。今回は、彼らのものづくりの現
場見学とともに、その活動内容を
伺った。

「高岡クラフツーリズモ」にみら
れる工場見学（オープンファクト
リー）首都圏での鋳物実演や体験を
実施し、高岡の認知度を上げること
で産地への訪問を促している。ま
た、こうした活動とともに、全国に

いる富山出身者とも盛んに交流し、
仕事に活かしているそうだ。有田
でスタートするオープンファクト
リーやこれからの活動の参考にし
ていきたい。

高岡の伝統工芸とは
高岡の金工と漆芸には約 400 年余りの
歴史がある。慶長 16 年（西暦 1611 年）
加賀藩主、前田利長が高岡へ入城。そ
の際、城下町繁栄における産業政策の
一環として、西部金屋（現、砺波市・高
岡市の市境）から現在の高岡市金屋町
に７人の鋳物師を招き、工場五棟を建
てたことが高岡銅器の始まりとなる。
金屋町ほとりを流れる千保川により、
良質の川砂と大量の水が使えた鋳物
師たちは加賀藩の手厚い保護を受け、
高岡の金工は大きく発展していった。

有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

福泉窯・吉右衛門製陶所 高岡伝統産業青年会
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有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

福泉窯・吉右衛門製陶所 燕銅器工芸組合

燕三条を訪問して

新潟県燕三条地域の名だたる工場
が一斉に工場を開放し、訪れた工
場でものづくりを体験できるイベ
ント「燕三条 工場の祭典」の開催に
あわせて訪問した。
昨今、テレビや雑誌など多くの形
で日本のものづくりが取り上げら
れているものの、やはり実際に現
地でしか感じることのできない、
空気感、においや音、地面の振動な
ど、五感全部を使って体験するこ
とが、いかにさらなる感動や関心
を得られるかということを肌身で
感じることができた。普段閉ざさ
れている工場を開放し、手業を披

露することは、産地の PR になるだ
けでなく、毎日当たり前のように
作られるものづくりを、職人が誇
りに感じる良い機会であり、また
知ってもらうことで次世代の育成
にも繋がることだろう。

燕鎚起銅器とは
燕地方の銅器業は、江戸時代中期に、
仙台の渡り職人がその技術を伝えた
ところから始まったとされている。地
元の弥彦山から採れた銅を用いて、や
かん類が生産されていた。明治維新後
は各地との技術交流が盛んとなり、彫
金技術を含め美術工芸品としての地
位を確立。これが今日の新潟県燕市
の金属加工業の発展の基盤となった。
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有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

田清窯・親和伯父山
石川県九谷陶磁器

商工業協同組合連合会

九谷焼を訪問して

細密な手描きによる上絵や、厚盛り
やでこ盛りなど九谷独特の技法、転
写など様々な技法を見学。有田焼
の上絵を圧倒する、盛り絵具や超細
密な上絵の技術に感心したが、他産
地同様、後継者不足により、途絶え
てしまった技法もあるという。生
地工場の見学では、陶石採掘の問
題や、生地のクオリティなど、それ
ぞれの抱える共通の問題点を話し
合った。
九谷焼と有田焼は、同じ磁器産地に
も関わらず、産地の形態が全く違う。
九谷では、自立支援工房・卸団地・組
合・窯業研究所など一地区にまと
まっており利便性を実感した。

また、他産地と比べ、「九谷焼」の色柄
など、一般の消費者からみた特徴が
明確である。お互いの強みを活かし、

「ALL JAPAN」として捉えたものづく
りの可能性を今後の課題としたい。

九谷焼とは
九谷の鉱山から陶石が発見されたこと
と、加賀藩の職人が、今の佐賀県有田町
で磁器作りの技術を学んで来たことに
よって、17 世紀の半ば頃、九谷の地で始
められたのが古九谷焼（こくたにやき）。
一旦途絶えたものの 19 世紀に再び復
活。春日山窯の木米（もくべい）風、かつ
ての古九谷の再興をめざした吉田屋窯、
赤絵細描画の宮本窯、金襴手（きんらん
で）の永楽（えいらく）窯等数多くの窯が
現れ、それぞれ特有の画風を作り出し、
九谷焼の産業としての地位を築いた。
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美濃焼を訪問して

陶磁器の研究機関である土岐市立
陶磁器試験場を訪問し、実用化を
目指して試験運転中のマイクロ波
焼成炉を視察した。その後、オート
メーション化された大規模な製陶
工場を見学。窯の大きさに圧倒さ
れるとともに、機械化やスペースの
有効活用など、様々な面において効
率的な生産体制が構築され、少人数
でも運営できるよう仕組化されて
いることを学んだ。とはいえ、後継
者不足や原材料の確保、また、手作
りから大量生産まであらゆる生産
スタイルがあるため、「美濃焼」自体
をブランド化しにくい点など、抱え
ている問題点は共通である。

それぞれの取り組み方法を参考に
して、お互いの産地を高め合い、こ
れからの陶磁器産業の発展に活か
していきたい。

美濃焼とは
美濃焼の歴史は古く、今から 1300 年
以上前まで遡る。最初は朝鮮半島か
ら須恵器の技術が伝えられた。平安
時代（10 世紀）になると白瓷（しらし）
と言われる灰釉（かいゆう）を施した
陶器が焼かれるようになった。この
白瓷は須恵器を改良し、釉薬（ゆうや
く）を使ったもの。この頃から窯の数
も多くなり、本格的な焼き物生産地と
なった。そして、安土桃山時代から江
戸時代初頭にかけて、茶の湯の流行と
ともに、茶人の好みを反映した焼き物
が生産されていった。

有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

陶悦窯・田森陶園 美濃焼伝統工芸品協同組合
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川連漆器を訪問して

「漆人五人衆」は、秋田県のサポート
により、これから全国的に広める活
動を先頭に立って行っている。今
回の訪問では、彼らの工房を中心に、
漆器の生地作りから塗・加飾の現場
まで漆の工程を見学、また製販両方
行っている商店も訪問した。 
先人の作品をヒントにガラスなど
異素材と漆の組合せなど新しい取
り組みは、有田焼のものづくりに
もとても参考となった。川連を訪
れたことで、その産地の歴史の成
り立ちにより、流通や技法が違う
事を改めて実感。また、後継者不
足はどの産地も同様で、川連は特

に沈金・木地作りの高齢化が深刻
であるが、こうした問題もそれぞ
れの解決方法を参考にし、これか
らに生かしていきたい。

川連漆器とは
鎌倉時代にこの地方を支配していた
領主の弟が、地元の山から切り出され
たブナの木や漆を利用して、武具に漆
を塗ることを内職として家臣に命じ
たのが始まりとされている。本格的
に椀作りが始まったのは江戸時代中
期からで、後期には今の川連、大館、三
梨の 3 地区を中心に発展し、一般生活
用品の産地として栄えた。

有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

福珠陶苑・田森陶園 漆人五人衆
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有田陶交会 伊万里陶磁器工業協同組合

利久窯・福珠陶苑 福井7人の工芸サムライ
越前漆器／越前箪笥／越前和紙／越前打刃物／

越前焼／若狭塗／若狭めのう細工

福井を訪問して

国の伝統的工芸品指定を受けてい
る福井県内 7 伝統工芸の職人らが、
連携してブランド化を目指し結成
した有志グループ「福井 7 人の工芸
サムライ」の各産地を訪問し、各産
地のものづくりの現状を知るとと
もに、それぞれ異業種産地が連携を
はかり、福井のものづくりの PR や
展示販売会など様々な活動をどの
ように行っているか、具体的なお話
を伺った。
産地・業種を問わず、伝統産業を取
り巻く課題は一様にして同じ。そ
れらを産地という繋がりを活かし
て連携している活動には、有志グ

ループだけでなく、組合や商工会、
各自治体など、枠を超えた組織的な
情報交換や協力体制が必須である
ことを実感した。この経験を有田
焼だけでなく、肥前地区の焼物や佐
賀県のものづくり全般に活かして
いきたい。

福井の伝統的工芸品について
福井県は日本海や若狭湾に面してお
り、越前・若狭両地域ともに、古くから
それらの風土と暮らしの中で生まれ
てきた様々な産業が栄えていた。経済
産業大臣指定の伝統的工芸品として、
越前漆器、越前和紙、若狭めのう細工 、
若狭塗、 越前打刃物、越前焼および越
前箪笥の７品目が指定されている。
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